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健康いきいき職場認証制度 
スターター認証の手引き 

 

１． 認証制度の目的 

本認証制度は、組織における健康いきいき職場づくりを推進する一つの基

準を示すものです。この基準は、一般的にどのような取組によって健康い

きいき職場が実現される可能性が高いかを示します。そのため、本認証制

度により、現在健康いきいき職場づくりを推進している組織の取組状況を

評価すると共に、これから推進しようとする組織には、どのように取り組

めば効果的かを示す基準となります。 

２． 認証制度の概要 

本認証制度は「健康いきいき職場スターター認証※」です。以下 3 点の書

類により申請組織の健康いきいき職場づくりへの取組を健康いきいき職場

認証委員会（以下、認証委員会）が評価します。 

① 申請書（様式１） 

② 申請動機と現在の課題（様式２） 

③ 申請内容（認証基準への回答）（様式３－１～７） 

本認証制度では、認証基準に示す６つの評価項目によって評価をします。

評価項目の一つとして、具体的な健康いきいき職場づくり施策（以下、い

きいき施策）、メンタルヘルスや健康増進に関する施策について記載いただ

きます。本手引きではそれらの施策を例示しています。一方で、健康いき

いき職場づくりはそれぞれの組織が、自らの組織に合った良い方法を自ら

考え、自律的に活動することが重要であるため、例示に関係なく、自組織

に合った方法であり効果的であれば、評価の対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※スターター認証について 

スターター認証とは、健康いきいき職場を目指そうとする取り組みを認証する

制度です。これは、現在組織内で実施している健康いきいき職場づくりのため

の施策内容だけでなく、今後の計画も評価対象となります。健康いきいき職場

づくりを今後進めようとする組織においては、スターター認証を申請する過程

でより具体的な計画を策定できます。取り組みのスタートを切るために、スタ

ーター認証を取得されることをお勧めします。また、既に取り組みを始めてい

る組織は、取組状況の棚卸し・評価・さらなる向上の起点として活用できます。 

さらに今後は、実際に個人とそこに所属する個人の健康いきいき度を測るなど

し、健康いきいき職場が実現されていることを認証する上位ランクの認証基準

も開発予定です。 
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３． 認証対象 

健康いきいき職場スターター認証は、会社単位、事業所単位、また部署単

位でも申請できます。 

 

認証プロセス 

  【STEP１】 

① 本手引書に掲載する認証基準を確認し、申請書類をダウンロードの上、

必要事項を記入し、事務局にお送りください（郵送・メールどちらから

でも申請可能/申請期間は毎年４月～９月３０日必着） 

② 事務局にて申請書類を受付後、10 営業日以内に受付確認連絡をいたし

ます。その際、対面または電話での内容確認面談の日程調整を行います。 

【STEP２】 

③ 確定した日程により、事務局担当者との上記面談を行い、申請内容の確

認を行います。直接対面での面談の場合は原則として、健康いきいき職

場づくりフォーラム事務局の所在地である、公益財団法人日本生産性本

部（東京都渋谷区）にお越しいただきます。 

その際、記入漏れ等書類不備があった場合は 10 営業日以内、または応

募締切日（毎年９月 3０日）のうちいずれか早い日までに、再提出をお

願いします。再提出回数は２回までです。２回の再提出によっても書類

に不備がある場合は申請を受理できません。次年度以降の申請をご検討

ください。 

【STEP３】 

④ 受理した申請書類を学識者からなる認証委員会にて評価します 

（審査期間は毎年１０月～11 月中旬）。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 評価結果を個別に申請担当者にお送りします。評価結果には、主な評価

点を記載します。また認証組織は健康いきいき職場づくりフォーラムホ

ームページでも公表します。 

【ご参考】２０１５年度認証委員会メンバー 

委員長：川上 憲人（東京大学大学院医学系研究科教授） 

    守島 基博（一橋大学大学院商学研究科教授） 

    島津 明人（東京大学大学院医学系研究科准教授） 

    難波 克行（中外製薬株式会社統括産業医） 
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⑥ 申請者の希望により、フィードバックレポートを販売します。フィード

バックレポートは認証委員会での評価員コメントや、取り組みを一層効

果的なものにするための各種アドバイス、フォーラムとしての具体的な

サポート策等を記載します。 

 

【STEP４】 

⑦ 毎年12月に開催予定の健康いきいき職場づくりフォーラム成果発表シ

ンポジウムにて、認証式を行います。 

【STEP5】 

⑧ スターター認証組織は、さらに上位の認証ランク（健康いきいき職場認

証）を目指すことができます。上位の認証ランクは 2016 年度以降公

開予定です。 

⑨ スターター認証組織は、計画推進のフォローアップ機能として、認証組

織間の相互アドバイス機能及び委員をはじめとするゲスト講師による

アドバイスを受ける場、より上位の認証を目指す場として、「健康いき

いき職場 レシピクラブ」に加入できます。同クラブについては、下記

「７．スターター認証取得後」をご確認ください。また、取り組みの実

践の各種ご支援が必要な際には、当フォーラム事務局までお気軽にお声

がけください。 



 

 
5 

４． 認証基準 

認証基準は６つの評価項目によって構成されます 

 

① 組織トップが健康いきいき職場づくりを積極的に推進することを表明し、そ

れに対する具体的な支援を行うことを宣言していること。 

評価基準 

本申請にあたり、健康いきいき職場づくりを推進することを謳った組織トッ

プの宣言文を記してください。また、トップ自署による署名をお願いします。

宣言文の中には「組織として、健康いきいき職場づくりを積極的に推進する」

という主旨を含むことを条件とします。 

既に公開されている宣言文がある場合はその文章を記載または添付してく

ださい。またその場合は、署名でなく、当該宣言文の公表を担当する部門ト

ップによる署名（自署でなくとも構いません）と承認印を記してください。 

それとともに、この宣言の組織内での具体的な周知方法（今後の実施の場合

は周知計画）についても記してください。 

 

② 健康いきいき職場づくりの活動と、組織目標が連動していること。健康いき

いき職場づくりが組織目標の達成に資するものであること。 

評価基準 

  健康いきいき職場づくりの活動または活動計画が申請組織の組織目標にど

のようにつながっているかに関する基準で、御社の状況を、文章または図で

表現してください。 

例：会社単位申請 

 

 

 

 

例：部署単位申請 

 

 

 

 

（その他、申請書式３－２内にもイメージを記載しております） 

職場の一体感
と個人のいき

いき（健康い
きいき職場づ
くり） 

職場と仕事を

楽しみ意欲的

に働く人材が

育成される 

新しい製品・

サービスの創

出による新規

顧客開拓 

職場の一体感
と個人のいき

いき（健康い
きいき職場づ
くり） 

仕事における

協力体制・顧

客情報の共有 

顧客サービス

向上による 

顧客満足度 

向上 

収益向上・ 

組織目標の 

達成 

収益向上・ 

部門目標の 

達成 
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③ 健康いきいき職場づくりが組織内で PDCA サイクルに乗せて推進されてい

ること。 

評価基準 

  組織内の健康いきいき職場づくりの活動を PDCA サイクルにのっとって実

施されているかに関する基準です。これも図式化してください。PDCA サイ

クルはできるだけ日常の仕事内容や職場環境を踏まえた現実的なものであ

るようにしてください。 

 

例： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（サイクル及び各プロセスでの検討事項については、「健康いきいき職場づくり

ガイダンス」（次頁）も併せてご参照ください） 
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○ご参考：「健康いきいき職場づくりガイダンス」８つのステップについて 

 

2014 年、企業（組織）における健康いきいき職場づくりの標準的な手順を示し

たものとして、健康いきいき職場づくりフォーラムにより作成されました。作

成にあたっては、健康いきいき職場づくりフォーラムで収集された活動事例の

他、世界保健機関(WHO)から公表されている「健康職場モデル」に関する文書等

を参考としました。健康いきいき職場づくりを実施する際には、このガイダン

ス通りにしなくてはいけないというものではありません。しかしここに記載さ

れた８つのステップは、健康いきいき職場づくりをこれから開始する場合や、

その活動を見直す場合に参考になることでしょう。 

 

（詳細版をご希望の方は事務局までご連絡ください） 

 

ステップ１ 関係者の組織的な関与を確保する

ステップ２ 健康いきいき推進委員会を設置する

ステップ３ 健康いきいき職場づくりのビジョンを考える

ステップ４ 健康いきいき職場づくりの周知方法を考える

準備

実践 ステップ５
組織を多面
的に評価す

る

ステップ６
健康いきい
き職場づくり
を計画する

ステップ７
計画を実行
し、フォロー
アップする

展開
ステップ８ 健康いきいき職場づくりをさらに展開する
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④ 健康いきいき職場づくりのための具体的な取組内容があること。 

評価基準 

「健康いきいき職場づくり」には、「心身の健康」「働く人のいきいき」「職

場のいきいき」を目指す関係上、メンタルヘルス施策といきいき施策の両

立が不可欠です。そこで、それぞれについての具体的な取り組み内容をお

聞きします。 

 

【メンタルヘルス施策】※部署単位申請の場合は記載不要 

  具体的なメンタルヘルス施策または実施計画を記入してください。 

  ・記載する項目数は問いません。評価においては項目の多さより内容を重

視します。 

対策レベル 具体的施策の内容 

予防 

セルフケア 

 

 

ラインケア 

 

 

事業場内産業保

健スタッフ等に

よるケア 

 

事業場外資源に

よるケア 

 

 

休業・復職 

メンタルヘルス

不調による休業

時の制度 

 

制度の内容を簡潔に記載してください 

メンタルヘルス

不調による休業

からの職場復帰

時の制度 

制度の内容を簡潔に記載してください 

 



 

 
9 

【いきいき施策】 

具体的ないきいき施策を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施策の書き方は、別表【見本】を参考にしてください。また、施策の内

容は、別表【具体的施策例】を参考としてください。ただし、いずれもあ

くまで例示であり、参考としていただくものです。ここに示す内容を必ず

申請書に記載しなくてはならない、というものではではありません。 

・実施主体の「□組織・事業所 □部署」欄は、その施策の実施主体が組

織や事業所か、部署かをチェックしてください。なお、部署単位の申請の

場合は、事業所レベルで実施している施策の記入は必須ではありません。

事業所レベルの施策のうち、部署の健康いきいき職場づくりに効果的なも

のがあれば記載してください。 

・いきいき目標の「□個人 □職場 □両方」欄は、その施策が個人のい

きいきを目標にしたものか、職場のいきいきを目標にしたものか、あるい

は両方を目標にしたものかをチェックしてください。 

・実施段階の「□実施中 □計画」欄には、その施策が現在実施中か、計

画段階のものかをチェックしてください。なお、計画段階の施策について

は、1 年後に状況を確認し、計画が実行されていないなどの場合は、認証

を取り消すことがあります。 

・好影響を期待する「仕事の資源」欄は、その施策がどの「仕事の資源」

（職場の社会的心理的資源）が増えることを期待して実施しているものか

をチェックしてください。一つの施策が複数の資源の増加に影響すること

が考えられますので、好影響があると思われる資源すべてにチェックして

健康いきいき職場づくりは、「仕事の資源」（職場で人がいきいき働くた

めに必要な社会的心理的資源）を増やす活動からスタートします。「仕事

の資源」の内容は「健康いきいき職場モデル」に明示されています。モ

デル上の「仕事の資源」には、「作業レベル」「部署レベル」「事業場レベ

ル」（＝組織レベル）の資源があります。これらを様々な施策（いきいき

施策）により増やしていくことで、「健康いきいき職場」の 3 つの目標

である、「心身の健康」「個人のいきいき」「職場の一体感」を増やすこと

ができます。申請上、「いきいき施策」としては、「仕事の資源」を増や

すための施策について記載してください。【参考：健康いきいき職場モデ

ル P.17】 
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ください。また、「その他の資源」欄は、健康いきいき職場モデルにない

資源であっても、好影響があると思われる資源があれば記載してください。 

・申請する施策の数は最低 3 施策～最高 10 施策までとします。組織で展

開している施策の数が多い場合は、より優先度が高く、また力を入れてい

る施策を選んで記載してください。なお、評価においては項目の多さより

内容を重視します。 

 

別表【見本】 
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○ご参考：「仕事の資源」とは 

・「仕事の資源」とは、「健康いきいき職場づくり」の特徴である、「職場の社会

的心理的資源」のことを指します。具体的には、「仕事の負担」を減少させる

だけではなく、働きやすさや働きがいを向上させることで、「心身の健康」増

進、「働く人のいきいき」「職場のいきいき」を高めることを企図しています。 

 

健康いきいき職場の理論モデル 

 
 

作業レベル⇒ご自身の仕事のスタイルに関する資源です 

部署レベル⇒職場での各種支援や、上司・同僚との関係性に関する資源です 

事業場（組織）レベル⇒全組織的な単位での支援や信頼関係などの程度です 

 

※定量的な測定については、貴組織で採用された調査結果をご活用ください。そ

の際、上記尺度に合致したものではなくても、「仕事の資源」を測定するもの

をご利用ください。今後調査ツールをご検討される際には、事務局までご相談

ください。 
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別表【「仕事の資源」別の具体的な施策の例です】 

 

仕事の資源 項目名 活性化施策の具体例 

仕事のコ

ントロー

ル 

権限移譲 職場メンバーが自分で業務手順を決められるよ

う、全メンバーが何かしらの業務リーダーになる 

仕事の意

義 

採用時の一般

社員からの協

力 

社員採用活動に人事部門の担当者だけでなく一般

社員にも協力を仰ぎ、仕事内容ややりがいについ

て話してもらう 

役割明確

さ 

ホワイトボー

ドの活用 

職場にホワイトボードを設置し、現在の業務内容

と担当者が一目で見えるようにする 

成長の機

会 

業務内容のマ

ニュアル化 

業務内容をマニュアル化し、担当者不在時や異

動・退職時に他社員がきちんと引き継げる体制を

採る。またマニュアルを定期的に見直すことで、

担当者の業務知識の見える化を図る 

研修体系の充

実 

研修体系を見直し、適時・適切な研修を実施する。 

上司の支

援 

健康いきいき

管理職研修 

管理職に対し、健康いきいき職場づくりの有効性

について理解を促し、職場づくりを効果的に進め

るために上司の役割が重要であることを認識して

もらう 

同僚の支

援 

朝礼での情報

共有 

朝礼で仕事の進捗や問題などを共有し、メンバー

間で業務負荷のバランスを取る 

レクリエーシ

ョン 

創立記念行事、新年会、運動会、クラブ活動、職

場内記念日会などを通じて部署内外の他社員と交

流する機会を設ける 

経済地位

/尊重/安

定報酬 

表彰制度 職場内で良い取り組みをした個人・チームを表彰

し、その仕事ぶりを称える機会、また相互学習す

る機会を設ける 

上司のリ

ーダーシ

ップ 

リーダーシッ

プ研修 

管理職研修のカリキュラムにリーダーシップ開

発、コーチング等に関する内容を含む。また管理

職に限らずリーダーとなることを期待される層に
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はリーダーシップ開発研修、コーチング研修を実

施する。 

課長会 課長クラスが部門横断で集まり、自身のマネジメ

ントにおける悩みや好事例を共有する場を設ける 

上司の公

正な態度 

360°評価 部下も上司を評価できる制度を設ける 

ほめても

らえる職

場 

Thank Youカ

ード 

他の社員の職場での良い取り組みや、仕事上で感

謝したいことなどを文字にし、渡したり一覧に掲

示したりする 

失敗を認

める職場 

失敗事例表彰

制度 

業務上の失敗事例を集め、そこからどのような学

びがあったかを共有する 

経営層と

の信頼関

係 

経営者とのタ

ウンミーティ

ング 

定期的に経営層と一般社員とがミーティングする

場を設け、経営者のメッセージや社員が日常の業

務を通じて考えていることなどを伝え合う 

変化への

対応 

社内報やイン

トラネットの

有効活用 

社内報やイントラネットを通じて、自分の仕事の

範疇では見えにくい他部署の動きや会社の動きが

正確に伝わるようにする。 

健康いきいき

職場づくりフ

ォーラム活動

への参加 

健康いきいき職場づくりフォーラムで開催されて

いる Active Work Place 研究会、組織ソリュー

ション研究会、定例セミナー等に関係部門が参加

し、情報収集や、情報の組織内での活用を実践し

ている 

個人の尊

重 

上司-部下面談 管理職が部下の考えや価値観を知るためにじっく

り話す機会を制度として頻繁に設けている（また

は人事評価制度、目標管理制度の運用の中で確立

している） 

公正な人

事評価 

人事評価制度

の公開 

人事評価制度の内容を明確に公開している 

人事評価制度

の改革 

多様な働き方を望む社員に合わせ、人事評価制度

の改革を行う 

キャリア

形成 

キャリア開発

研修 

一定年次毎に、キャリア開発研修を実施している 

社外人材交流 社外の同年代の人材との交流機会を設け、自身の
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立ち位置を相対化し、キャリア開発意識を持たせ

る 

ワーク・

セルフ・

バランス 

就業時間の適

正化（長時間労

働の是正） 

働き方、業務フローの改革により、無駄な残業を

減らし、その分、社員個人の自己啓発や家事・育

児等ライフ面の充実に充てられるような方針が出

されている。また個人や職場でそのために具体的

にどうするかを対話する場がある。 

年次有給休暇

の計画取得 

年度初め（または月初め）に有給休暇の取得計画

を立て、職場内で公開する 

 

すべての

資源に好

影響 

健康いきいき

職場づくりワ

ークショップ 

職場に所属する従業員の参加型で、自職場をどの

ような職場にしていきたいかについて、具体的な

アイディアを考えるワークショップを、職場単位

で実施する。 
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⑤ 組織を定量的に、また定期的に評価していること。 

評価基準 

   組織を定量的に、定期的に評価する方法（各種ストレスチェック、従業員エ

ンゲイジメント調査、満足度調査、組織パフォーマンスサーベイなどのアセ

スメントツールの活用等）について記載してください。ただし個人単位では

なく、組織単位を評価できるものであることが要件です。 

※今後調査ツールをご検討される際には、事務局までご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定量・定期評価のツールを活用していますか？   はい ・ いいえ 

【活用している場合】 

現状について記入してください。 

ツール名 

 （                                ） 

調査サイクル 

（                                ） 

対象者 

 （                                ） 

具体的な評価方法 

 

 

評価結果の活用方法 

 

 

職場改善・活性化活動との連携 

 

 

 

 

【活用していない場合】 

今後の計画について記入してください。 

具体的な評価方法 

想定している結果の活用方法 

 

 

 

実施時期（予定） 

         年   月頃 
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⑥ コンプライアンスに関する取組を行っていること 

評価基準 

「健康いきいき職場づくり」を推進する上で、法令を遵守するとともに、

公正、適切な企業行動を行う各種コンプライアンス施策は、活動の基盤と

なります。そこで、貴組織のコンプライアンスに関する取り組みの現状ま

たは計画について以下のチェックリスト及びコメント欄への記載をお願

いいたします。下記（１）～（４）のほかにも、コンプライアンス施策に

おいて、特筆すべき事項、より積極的な取り組みなどありましたら、コメ

ント欄にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）過去 5 年間で、働きやすい職場環境を築く上での労働基準法など労働関係法令へ

の違反による是正指導を受けたことがありますか。受けた場合は、その際の是正施

策もご記入ください。 

１）受けたことがない ２）受けたことがある（受けた際の是正措置記載） 

 

（２）（２）労働安全衛生法第６６条８（「面接指導等」）に規定されている長時間労働

者への医師面接を実施していますか。その他、健康づくりおよびワーク・ライフ・

バランス向上のための長時間労働対策で行っていることがありましたらご記入く

ださい。 

１）実施している ２）実施していない（その他施策記載） 

 

（３）労働安全衛生法 66 条の 10 で規定されている「心理的な負担の程度を把握するた

めの検査等」の取り組み方法について記載ください。今後実施予定の場合は、その

際の実施方法を予定で結構ですのでご記入ください 

１）実施している ２）今後実施予定である（具体的な施策記載） 

 

（４）現在、各種ハラスメント対策に関連して、防止のための教育や相談窓口を設けて

いますか。 

教育 １）実施している ２）今後予定している ３）予定はない 

相談窓口 １）設けている ２）今後設定予定である ３）予定はない 

 

（５）御社のＣＳＲや労働安全衛生法による健康確保義務などのために働きやすい職場

環境の促進のために実施している施策がありましたら以下にご記入ください。 
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５． 申請費用 

●健康いきいき職場づくりフォーラム会員 

【協賛会員】30,000 円（消費税別） 

【組織会員】50,000 円（消費税別） 

●会員以外 

【一律】130,000 円（消費税別） 

健康いきいき職場づくりフォーラム組織会員の年会費（80,000 円、消費税

別）を含みます 

●ActiveWorkPlace 研究会参加組織 無料 

（同研究会は、「健康いきいき職場づくり」の理論学習とともに、自組織の資

源棚卸し、改善への行動計画策定・実践・効果測定を１年間の会期の中で実

施します。同研究への参加により、認証の枠組みを満たすことができます。 

●フィードバックレポート販売（任意） 

1 組織につき、150,000 円（消費税別） 

●認証マーク 

 認証組織には、一定期間無料で提供します（認証後２年間） 

 期間以降活用されたい場合は、別途費用を申し受けます 

※費用については別途お問合せください 

●その他実践活動のご支援 

 当フォーラムでは、貴組織の行動計画策定や実践の各種ご支援を行っており

ます。詳細はお問い合わせください。 

 

なお、申請費用は、事務局にて申請を受理した後（手引き４．認証プロセス

③の後）、請求書を発行いたしますので、お支払をお願いいたします。万が一、

申請を受理できなかった場合は、費用は発生いたしません。 

 

６． 申請書類の送付先と送付形式 

申請書類は下記までお送りください。 

 

【郵送の場合】 

〒150-8307 東京都渋谷区渋谷 3-1-1 

公益財団法人日本生産性本部 経営開発部内内 

健康いきいき職場づくりフォーラム事務局宛 
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送付形式：申請書類一式を申請書を除いて３部ずつご用意の上、１つの封筒ま

たはそれに類する梱包で送付 

 

【メールの場合】 

E-Mail アドレス： ikiiki@jpc-net.jp 

メールのタイトル：健康いきいき職場スターター認証申請（組織名） 

ファイルの形式：申請書類一式を圧縮ファイルにして添付 

 

７． スターター認証取得後 

スターター認証取得後は、申請時に計画段階であった施策を実行し、定量的評

価結果を含む上位ランク（健康いきいき職場認証）取得を目指すことができま

す。 

スターター認証を取得した組織の方々には、申請時計画の推進フォローアップ

機能として、健康いきいき職場 レシピクラブへのご参加をお勧めします（ご

参加は任意です。また別途参加費用を申し受けます）。同クラブでは、申請時の

計画について、同じスターター認証組織をはじめとする取り組み推進組織の

方々との相互アドバイス、情報交換、委員をはじめとするゲスト講師によるア

ドバイス、上位認証への検討等を行う場です。年２回程度開催予定です。 

【健康いきいき職場 レシピクラブ】 

対象：健康いきいき職場スターター認証取得組織、各種研究会参加組織 

会期：認証取得後 

目的：スターター認証申請時の計画推進のフォローアップ、好事例の共有 

内容：参加組織間の相互アドバイス、、委員をはじめとするゲスト講師によるア

ドバイス、上位認証への検討等 

費用：100,000 円（年 2 回・消費税別） 

参加人数：１組織より何名様でも参加可能 （詳細はお問い合わせください） 
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８． よくあるご質問 

【本制度について】 

Q１ 認証対象が会社単位、事業所単位、部署単位で分かれていますが、認証単

位による審査方法の違いはありますか？ 

A１ 違いはありません。どの単位の申請でも、同じように申請していただき、

申請内容に基づいて審査します。ただし、部署単位の申請の場合、「認定基準④

健康いきいき職場づくりのための具体的な取り組み内容」の【メンタルヘルス

施策】については、記載不要です。 

 

Q２ 健康いきいき職場づくりフォーラム会員でないと申請できませんか？ 

A２ 申請時会員でなくても申請することができます。ただし、申請費用として

組織会員の年会費が含まれた金額をご負担ください。申請受理と同時に組織会

員となっていただけます。セミナーへの無料参加、各種コンテンツの割引利用

など、会員特典を用意しておりますので、ご活用ください。 

【参考：健康いきいき職場づくりフォーラム会員制度について】 

 

Q３ WEB からの申請はできますか 

A３ 申し訳ございませんが、現時点で WEB からの申請は用意しておりません。 

 

Q４ 認証期間はありますか 

A４ はい。設けています。認定日から起算して 2 年を認証期間とします。そ

の期間内に、計画を実行していただきます。また、認証マークを活用いただい

て、社内外に広報していただくことができます。 

 

Q５ 認証マークはどのような形式で受け取れますか 

A５ 認証組織のご担当者の方に、JPEG 形式でお送りしますので、名刺や各

種資料への印刷など適宜ご利用ください。ただし、認証マークの無料使用期間

は認定日より２年間とさせていただきます。これ以降、使用される場合は、別

途費用を申し受けます。費用に関しては事務局までお問い合わせください。 

 

Q６ 認証マークの使用期限はありますか 

A６ あります。原則として、認証後 2 年間を使用期限としてください。また、

無料使用期間を超えて、費用をお支払いただかない場合はご使用をお控えいた
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だけますよう、お願いいたします。 

 

Q７ スターター認証を取得せずに、健康いきいき職場認証を取得することはで

きますか 

A７ 可能ですが、原則として、スターター認証を経て、健康いきいき職場認証

を取得することを推奨しています。 

 

Q８ フィードバックレポートにはどのようなことが記載されますか 

A８ 認証委員会で評価委員により議論された内容を中心に、申請内容の良い

点・さらに良くするためのポイント、そのためのアドバイス等を記載する予定

です。申請組織すべてにお返しする「評価結果」は主な評価ポイントのみの記

載となります。 

 

【申請内容について】 

Q９ 評価基準①トップの宣言文の「トップ」とはどのような役職を指しますか 

A９ 申請単位の経営層を指しています。組織単位の申請であれば、社長から担

当役員の方に、事業所単位の申請であれば、事業所長クラスの方に、また部門

単位の申請であれば、部門長クラスの方にお願いいたします。 

 

Q1０ メールで申請様式を送る場合、PDF 形式でも問題ありませんか 

A1０ 問題ありません。また PDF 形式と他の形式が混在していても構いませ

ん。ただし 1 つの圧縮ファイルにまとめてお送りください。 

 

Q1１ 申請様式以外の書式で申請することは可能ですか 

A1１ 原則として、WEB にアップしている申請様式に記入してください。た

だし、評価基準②組織目標との連動や、③PDCA サイクルなど、図表で表現す

ることが必要な箇所については、別紙として別の様式（Microsoft PowerPoint

など）に記載いただいても構いません。 

 

Q1２ 評価基準⑤の定量評価は、どのような評価が認証の対象になりますか 

A1２ 特定の評価ツールに限定はしていませんが、ストレスチェック、従業員

満足度調査、従業員意識調査等が該当します。その他、組織の状況を定量的、

定期的に把握するために活用しているツールがあれば記載してください。 
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９． 情報管理 

原則として、提出いただいた申請書類の返却はございません。申請書類は健康

いきいき職場づくりフォーラム事務局の置かれる公益財団法人日本生産性本部

の業務プロセスに基づき、適切に管理されます。 

 

１０．免責 

本認証制度は、組織内の健康いきいき職場づくりを推進することが目的であり、

本認証を取得した組織であっても何らかの重大な事件・事故等が起こらないこ

とを約束するものではありません。また、認証組織においてそのような事態が

発生した場合も、健康いきいき職場づくりフォーラム、本認証制度の認証委員

会および評価員等、また公益財団法人日本生産性本部、東京大学大学院医学系

研究科精神保健学分野等、本認証制度に関わる組織・個人が責任を負うもので

はありません。 

 

１１．認証の取消 

本認証制度により、健康いきいき職場スターター認証を取得した組織において、

以下の事実が認められた場合は、通知催告なく本認証を取り消します。 

・認証組織が存在しない 

・申請内容に虚偽がある 

・認証組織において反社会的勢力との関係が認められる 

・認証組織が公序良俗に反していると認められる 

・その他取消が適当と判断する場合 

 

１２．お問い合わせ 

本認証に関すること、健康いきいき職場づくりフォーラムに関することなど、

お問合せは以下までお願いします。 

公益財団法人日本生産性本部 経営開発部内 

健康いきいき職場づくりフォーラム事務局 

TEL 03-3409-1127  FAX 03-3797-7214 

住所 〒150-8307 東京都渋谷区渋谷 3-1-1  E-Mail  ikiiki@jpc-net.jp 
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○ご参考：健康いきいき職場づくりとは 

 

・健康いきいき職場づくりの３つの特徴 

 健康いきいき職場づくりは、これまでのメンタルヘルス対策と比較して、以

下の３つの特徴があります。 

１． ポジティブなメンタルヘルスの実現を目標とする 

２． 職場の社会的心理的資源に注目する 

３． メンタルヘルスを経営として取り組む 

 

・健康いきいき職場づくりの３つの目標 

 健康いきいき職場づくりは、「心身の健康」「働く人のいきいき」「職場のいき

いき」の３つをそれぞれ充実させることを目標としています。 

 

 

 

 

 

 

 

・健康いきいき職場モデル 

 健康いきいき職場づくりは、「仕事の資源」を増やすことからスタートします。

資源を増やすことにより、「心身の健康」「働く人のいきいき」「職場のいきいき」

の３つの目標を充実させることができます。 
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○ご参考：健康いきいき職場づくりフォーラム会員制度について 

 

公益財団法人日本生産性本部と東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野は

共同して、健康いきいき職場づくりフォーラムを設立しています。本フォーラ

ムは、健康いきいき職場づくりに関する概念と具体的方策を国内に広く普及し、

これを通じて働く人の心身の健康増進と企業の生産性向上を支援することを目

的にしています。本フォーラムは、「健康いきいき職場づくり」に関する最新情

報の発信母体となり、この考え方に賛同して組織運営を考える企業人、商品開

発を考える EAP 等メンタルサービス事業者、専門知識の収集・発表を考える医

療従事者、研究者らのプラットフォームとなることを目指しています。 

 

趣旨に賛同くださる方々より当フォーラムの会員としてのご参加をお願いして

おります。会員にご登録いただいた組織・個人には、当フォーラムで得られた

知見の閲覧や、各種事業への優待参加等が可能となります。また協賛会員・組

織会員には研究開発におけるモデル事業所等としての参画を依頼することがご

ざいます。 

 

会員種別 
１． 協賛会員 年会費：180,000 円（消費税別／組織・個人問わず） 

【特典】 ・定例セミナーを毎回 2名様まで無料でご参加いただけます。 
・組織会員専用ホームページにて、研究成果や事例紹介をご覧いただけ
ます。 
・各種事業に協賛会員価格（優待）が適用されます 

２． 組織会員 年会費：80,000 円（消費税別／企業）  
             50,000 円（消費税別／労働組合、自治体） 

【特典】 ・定例セミナーを毎回 1名様まで無料でご参加いただけます。 
・組織会員専用ホームページにて、研究成果や事例紹介をご覧いた 
だけます。 

・各種事業に組織会員価格（優待）が適用されます 
３． 個人会員 年会費：8,000 円（消費税別） 

【特典】 ・成果報告シンポジウム（年1回開催予定）、および定例セミナーを1回無
料でご参加いただけます。 
・個人会員専用ホームページにて研究成果や事例紹介をご覧いただけま
す。 
 

※非会員の組織が本認証制度に申請される場合は、申請費用のお振込みをいた

だいた時点で、自動的に組織会員となります。 

 


